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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

餌生物から影響を受ける放射性セシウム（137Cs）の挙動を把握するため、137Cs 濃度と窒素安

定同位体比（δ15N）が異なる飼育飼料を用いてヒラメの飼料切替飼育実験を行い、ヒラメ魚体

中の 137Cs 濃度とδ15N の変化について検討した。その結果、飼育期間の経過（個体の成長）と

ともに、供試魚の 137Cs 濃度とδ15N は、飼料の値と連動して変化した。 

                                                                                                                       

（１） 飼育実験は、表 1 に示す試験設定で実施した。飼料切替後より、対象区の供試魚は一般配

合飼料、試験区には 137Cs 濃度を約 100 Bq/kg に調整した飼料を与えて飼育した。また、飼

料切替前と後で両区に与えた飼料では、δ15N の値が異なるものを用意した。 

（２） 飼料を切り替えた後、定期的に供試魚を取り上げ（計 10 回）、魚体測定した後、137Cs 濃度

とδ15N の分析を行った。137Cs 濃度の分析では、採取した 5 個体の内臓を除く全体をまと

めて行い、δ15N 分析では筋肉部位を用いて個体ごとに行った。 

（３） 飼育期間の経過とともに供試魚の体重は増加し、各区のばらつきは小さかった（図 1）。 

（４） 試験区の 137Cs 濃度は飼育期間の経過とともに増加し（最大値 48.0 Bq/kg; R1 区の 19 週

目）、対象区では 0.038～0.329 Bq/kg の間で推移した（図 2）。 

（５） 筋肉中のδ15N は期間の経過とともに各区で与えた飼料の値と連動して低下した（図 3）。 

（６） 本研究の手法により、餌生物の 137Cs とδ15N が魚体組織へ移行する過程（これらは移行経

路が異なる）における代謝回転速度や濃縮率などの検討が可能になると考えられる。 

 

２ 期待される効果 

（１） 福島県沿岸域の魚類における餌生物からの放射性物質移行の影響を解明する資料となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 自然環境下の知見に応用する場合は、餌生物と飼料の水分含量を考慮する必要がある。 
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図１ 飼育期間における各試験区の体重    図２ 飼育期間における各試験区の 137Cs 濃度 

 

    

図 3 飼育期間における各試験区のδ15N 

項目 内容

飼育期間 2019年7月8日～12月26日　24週（171日）

飼料切替日 2019年8月15日

設定試験区 対象区（C1, C2）と試験区（R1, R2）を各2区設定

飼育尾数 200尾（各区50尾）

注水量 自然海水かけ流し　(期間中、水温は12.3～24.8℃の範囲で変動)

飼育飼料 餌料切替前：おとひめEP-1, 2, 3（日清丸紅飼料株式会社）[δ 15N 10.8 ± 0.437 ‰]

飼料切替後：対象区；マススーパー5（日清丸紅飼料株式会社）[δ 15N 8.92 ± 0.414 ‰]

　　　　　　試験区：マススーパー5を基に137Cs濃度を約100Bq/kgに調整　[δ 15N 9.07 ± 0.180 ‰]

給餌量 自動給餌器（DF-100）を使用し体重の1%の重量の餌を給餌すると共に手撒きで給餌を行い、その重量を記録

供試魚採取 各区5個体の採集を飼育期間中に10回実施（飼料切替日より0, 1, 2, 4, 6, 8, 10, 13, 16, 19週）

● C1 ● R1

■ C2 ■ R2

● C1 ● R1

■ C2 ■ R2
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＊図 2, 3 共通 
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飼料切替後の飼育飼料の値と連動し、飼育期間を通して試験

区（R1, R2）が対象区（C1, C2）よりも高い値を示した 


